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姫
路
獨
協
大
学
が
２
０
０
６
年

４
月
に
開
設
予
定
の
医
療
保
健
学

部
は
、
２１
世
紀
の
超
高
齢
化
社
会

に
お
け
る
地
域
医
療
や
在
宅
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
核
を
担
う
専

門
医
療
技
術
者
の
養
成
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
理
学
療
法
学
科
、
作
業

療
法
学
科
、
言
語
聴
覚
療
法
学
科
、

医
療
こ
ど
も
学
科
、
臨
床
工
学
科

の
５
学
科
を
設
置
し
ま
す
。
地
域

医
療
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
医

療
技
術
者
の
ほ
か
、
医
療
こ
ど
も

学
科
で
は
様
々
な
ケ
ア
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
の
”発
達
支
援
の
教

育
専
門
家
“
な
ど
新
し
い
時
代
の

チ
ー
ム
医
療
を
担
う
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
も
養
成
し
ま
す
。

全
国
で
初
め
て「
公
私
協
力
方
式
」

に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
本
学
は
、

姫
路
市
と
の
連
携
を
強
め
な
が
ら
、

独
自
の
教
育
・
研
究
環
境
を
築
き

上
げ
て
き
た
地
元
密
着
型
の
大
学

で
す
。
こ
の
た
め
、
姫
路
市
を
は
じ

め
周
辺
の
多
数
の
医
療
機
関
や
保

育
所
、
児
童
養
護
施
設
な
ど
で
充

実
し
た
臨
床
実
習
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
本
学
と
同
じ
獨
協
学
園

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
獨
協
医
科
大
学

の
大
学
附
属
病
院
及
び
越
谷
病
院

で
の
実
習
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

医
療
保
健
学
部
は
、
こ
の
獨
協
医

科
大
学
か
ら
こ
の
他
講
義
等
で
全

面
的
な
支
援
を
受
け
ま
す
。

平
成
１７
年
６
月
３０
日
、
文
部
科
学
省
に
医
療
保
健
学
部
の
設
置
認
可
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
18
年
4
月
医
療
保
健
学
部
開
設
予
定
（
設
置
認
可
申
請
中
）

理
学
療
法
・
作
業
療
法
・
言
語
聴
覚
療
法
・
医
療
こ
ど
も
・
臨
床
工
学
科

地
域
医
療
時
代
に
求
め
ら
れ
る

多
様
な
医
療
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

「
公
私
協
力
方
式
」の

大
学
だ
か
ら
実
現
す
る

充
実
し
た
実
習

言語聴覚
療法学科

理学療法
学科

作業療法
学科

臨床工
学科

医療
こども
学科

医療保健学部の概要
（設置認可申請中）

学科名�

理学療法学科�

作業療法学科�

言語聴覚療法学科�

医療こども学科�

�

�

臨床工学科�

※うち20人は2年次編入定員�

理学療法士�

作業療法士�

言語聴覚士�

養護教諭1種免許状�

幼稚園教諭1種免許状�

保育士�

臨床工学技士�

40�

40�

20�

※70�

�

�

40

入学定員� 資 格 等 �

兵庫県立�
姫路循環器病センター�

国富胃腸病院�
八家病院�高岡病院�

綱島会厚生病院�
�

書写病院�
�

遠藤病院�
�

城南多胡病院�
�

国立病院機構�
姫路医療センター�
� 松浦病院�

�

仁恵病院�
�

姫路市総合福祉通園センター�
�

姫路聖マリア病院�
�

姫路第一病院�
�

石川病院�
�

姫路市�

姫路愛和病院�
�

城陽江尻病院�
�

姫路中央病院�
�

播磨大塩病院�
�

井野病院�
�

神野病院�
�新日鐵広畑病院�

�
長久病院�
�

石橋内科広畑�
センチュリー病院�
�

入江病院�
�

姫路市立保育所28�
私立保育所43他各施設�
（教育実習）�
姫路市立小学校20�
姫路市立幼稚園20�
�

宍粟市�
�

赤穂市�
�

岡山県�
広島県�

加古川市�
�

神戸市�

赤穂市民病院�
�

尼崎市�
�

大阪府�
�

京都府�

埼玉県� 栃木県�

国立病院機構賀茂精神医療センター�
�

吉備高原医療リハビリテーションセンター�
�

甲南病院加古川病院�
兵庫県立加古川病院�
� 甲南病院�

国立病院機構神戸医療センター�
社会保険神戸中央病院�

高橋病院�
六甲アイランド病院�

�

宇治武田病院�
京都大学医学部附属病院�

十条病院�
武田総合病院�

武田病院�
�

武部整形外科リハビリテーション�
�

星ヶ丘厚生年金病院�
�

三田市�
三田市民病院�

西脇市�
西脇市立西脇病院�

神崎郡�
公立神崎総合病院�

�

獨協医科大学病院�

獨協医科大学越谷病院�

福田記念病院�
南栃木病院�

宇都宮中央病院�
宇都宮病院�

温泉研究所附属塩原病院�
上都賀総合病院�

黒須病院�
県厚生連石橋総合病院�

小金井中央病院�
国立病院機構宇都宮病院�

公立宍粟総合病院�
�

兵庫県�

姫路獨協大学�

JR姫路駅�

実習先一覧

平
成
18
年
4
月
医
療
保
健
学
部
開
設
予
定
（
設
置
認
可
申
請
中
）

理
学
療
法
・
作
業
療
法
・
言
語
聴
覚
療
法
・
医
療
こ
ど
も
・
臨
床
工
学
科

（２００５．６現在）



開 催 日
開催時間

開催場所
開催目的

参 加 費

開 催 日
開催時間

開催場所
講義内容

�自己分析の目的
�自己分析はどのように役立つか
�自己分析は具体的にどんな方法があるか
�自己分析の実習

開 催 日
開催時間

開催場所

開 催 日
開催時間
開催場所

開 催 日
開催時間
開催場所

：8月3日（水）～6日（土）の4日間
：各日とも10：30～12：00 

13：00～14：30
14：40～16：10

：208B教室
：3年次生の夏期から筆記試験突破のための基礎を養い、
効率的な対策が取れるようにするため
：無料

：9月22日（木）
：10：30～12：00 英語、経済情報、経営情報学科
13：00～14：30 ドイツ、中国、日本、国際文化、法律学科
：222Ｄ教室
：自己分析講座－自分を知り、自分を伝えるための準備

：10月1日（土）
：10：30～12：00 メイクアップ講座
13：00～14：30 就職ガイダンス　　
： 221Ｃ教室

：9月29日（木）・30日（金）
：10：30～15：30
：本部棟西館　5階会議室

：9月24日（土）
：13：00～17：00
：ラヴィール岡山
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キ ャ リ ア 開 発 セ ン タ ー �
からのお知らせ�

学生の皆さんからお預かりしています施設設備費（年額15万円）についてご説明致します。

文部科学大臣が定めた学校法人会計基準により、施設設備資金とは「施設拡充費その他施設・設備

の拡充等のための資金として徴収する収入をいう」と定義されています。ここで言う施設とは、土地

や建物、構築物（野球場、サッカーグラウンド、テニスコート、学生駐車場、駐輪場など）であり、設

備とは図書並びにパソコン、机等の機器備品を言います。また、拡充等とは施設・設備を買い揃え

るための経費及びそれらの設備を利用し、教育研究するための経費や設備を最善の状態に維持した

り修繕したりする経費（維持管理費）のことです。

したがって、施設設備費とは、在学している皆さんが、豊かで有意義な大学生活を送るための経費

であるとともに、将来入学する後輩達の学習環境を整備していく経費でもあることをご理解ください。

なお、平成16年度における施設設備資金に係る収支状況は次のとおりです。

平成16年度施設設備費について

（支　出）

●維持管理経費 １８４百万円
コンピュータリース・保守 ４１百万円
ＬＬ機器保守 ２百万円
その他（エレベーター保守等） １４１百万円

●施設設備関係 ４７９百万円
学校用地取得他 ３８８百万円
図書館改修工事 ３百万円
LL教室･コンピュータ室

及び西館自習室監視ｶﾒﾗ設置 ９百万円
受水槽ポンプ他取替　 ４百万円
講義棟渡り廊下改修工事　 ３百万円
図書館３階及び４０１Ｄ空調改修工事 １２百万円
自動証明書等発行機 ８百万円
法務研究科用ＡＶ機器及び什器 ６百万円
図書（雑誌除く） ３７百万円
その他
（グランドネット取替・パソコン等） ９百万円

（収　入）

●施設設備資金 ５０９百万円

収入合計　 ５０９百万円 支出合計　 ６６３百万円

平成16年度施設設備費について

弁
護
士
、
検
察
官
又

は
裁
判
官
に
な
ろ
う
と

す
る
者
に
必
要
な
学

識
及
び
そ
の
応
用
能
力

を
備
え
て
い
る
か
ど
う

か
を
判
定
す
る
試
験
で

あ
り
、
法
科
大
学
院
に

お
け
る
教
育
及
び
司

法
修
習
生
の
修
習
と
の

有
機
的
連
携
の
下
に
行

わ
れ
ま
す
。
法
科
大
学

院
を
修
了
す
る
と
、
こ

の
司
法
試
験
の
受
験
資

格
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

試
験
は
、
短
答
式
と

論
文
式
に
よ
る
筆
記
の

方
法
に
よ
り
行
わ
れ

ま
す
。
短
答
式
試
験
と

論
文
式
試
験
は
同
時

期（
５
月
頃
）に
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
受
験

者
全
員
が
両
方
の
試
験

を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
８
月
末
か
９
月
初
め
に
合
格
発

表
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

新
し
い
司
法
試
験
は
、
平
成
１８
年

の
５
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ま

で
あ
と
１
年
を
き
り
ま
し
た
が
、
本

学
の
法
科
大
学
院
で
は
、
平
成
１６
年

４
月
に
入
学
し
た
既
修
者
８
名
の
諸

君
が
受
験
に
む
け
て
準
備
を
し
て
い

ま
す
。
将
来
に
つ
い
て
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

法
務
研
究
科
長
　
浦
東
久
男

６
月
４
日（
土
）１３
時
よ
り
、
本
学
で

は
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
就
職
希
望
の

３
年
次
生
の
女
子
学
生
を
対
象
と
し

た
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。

予
想
を
上
回
る
９３
名
（
外
５８
名
、
法

２０
名
、
経
１５
名
）の
学
生
が
参
加
し
、

女
子
学
生
の
就
職
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
内
容
は
、『
女
子
学
生
の
た
め
の
、

採
用
活
動
の
現
状
と
就
職
活
動
の
留

意
点
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、「
働
く
女

性
の
現
状
、
改
正
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
い
う

視
点
、
就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
こ

の
時
期
に
す
べ
き
こ
と
」
を
中
心
に
ガ

イ
ダ
ン
ス
し
、”女
子
学
生
と
男
子
学
生

の
就
職
活
動
に
差
は
な
い
が
、
男
子
学

生
以
上
に
人
生
の
転
機

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
“
と
講
師
の

方
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
、
第
２
回
は
、『
女

子
学
生
の
た
め
の
、
就

職
活
動
実
践
講
座
』
と

い
う
テ
ー
マ
で
、１０
月
１

日
（
土
）を
予
定
し
て
い

ま
す
。
多
数
の
学
生
の

皆
さ
ん
が
、
就
職
活
動

に
備
え
て
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

姫路獨協大学法科大学院で、実務家教員（弁護士）が無料で法律相談をいた

します。法科大学院の授業「リーガル・クリニック」としての実施ですので、院生も同

席いたします。もちろんご相談内容につきましては秘密を厳守いたします。

なお、完全予約制となっておりますので、必ず事前にお電話でお申し込みください。

【日　時】

相談時間：

【場　所】

平成１７年１０月５日（水）・

１０月１９日（水）・１１月２日（水）・

１１月１６日（水）・１１月３０日（水）・

１２月１４日（水）・

平成１８年１月１１日（水）・１月１８日（水）

【申込み】

申 込 先

電　　話

受付時間午後６時３０分開始で、１日３件を予定

しています。
姫路獨協大学 リーガル・クリニック室

（本部棟西館４階）

平成１７年９月１２日（月）より受付開始

（希望日時をお申し出ください。先着順

です。）

：姫路獨協大学　大学院課

：０７９２－２３－９１５９（担当：中山・藤原）

：月～金（午前９時～午後５時）

※ただし祝日を除く

父母就職懇談会（岡山会場）

●中国四国地区父母対象

第3回　学内企業セミナー（予定）

●4年次生対象

メイクアップ講座＆第2回　女子学生対象　就職ガイダンス

●3年次生　女子学生対象

「
女
子
学
生
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」開
催
！！

第

1

回

法� 科� 大� 学� 院�

第3回　就職ガイダンス

就職模擬試験対策講座

●3年次生対象

新「
司
法
試
験
」と
は
？

★税務相談、係争中の事件で弁護士に依頼されている事件につきましてはお受けできませんので、ご了承ください。
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MESSAGE BOARD

姫
路
獨
協
大
学
に
韓
国
語
学
科
が
新

設
さ
れ
て
は
や
３
ヶ
月
を
過
ぎ
ま
し
た
。

今
回
は
韓
国
語
学
科
の
文
春
琴
先
生

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
文
先
生
は

「
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ（
こ
ん
に
ち
は
）」と

明
る
く
私
た
ち
を
迎
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

〈
韓
国
語
学
科
の
魅
力
と
は
？
〉

韓
国
語
は
、
日
本
語
と
同
じ
語
順

な
の
で
、
日
本
語
母
語
話
者
に
と
っ
て

学
び
易
い
言
語
で
す
。
ま
た
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
大
学
に
入
っ
て
か
ら
学
び
始

め
る
の
で
、
皆
の
出
発
点
が
同
じ
で
、
新

し
い
言
語
と
い
う
新
鮮
さ
も
加
わ
り
、

や
り
が
い
が
あ
る
語
学
だ
と
思
い
ま
す
。

外
国
語
学
部
韓
国
語
学
科

文
　
春
琴
教
授
（
研
究
室
７
０
８
）

６月１３日（月）から６月１７日

（金）までの５日間、広嶺中学校

の２年生８名が本学において、

地域における体験活動「トライ

やる・ウィーク」を行いました。大

学事務体験で各課の業務を体

験したり、学内美化清掃を行ったり、学生に混じっての体育の授業や、

特別プログラムの英語や韓国語の授業を受けるなど、盛りだくさんのプ

ログラムをこなしました。また、毎日、パソコンと向き合って中学校の先

生に写真付きの報告メールを送信する

作業などにも真剣に取り組むことがで

きました。プロジェクト・ワークでは、中学生１人ひとりが学内を歩きま

わり、大学生の実態調査を行いました。２グループで、２つのテーマ

「学生生活について」、「学生の将来の夢」について、それぞれ本学

の学生約１００名に対し、積極的にアンケート調査を行いました。

〈
韓
国
語
を
学
ぶ
上
で
の
コ
ツ
は
？
〉

何
事
で
も
同
じ
で
す
が
、
欲
張
ら
ず
、

自
分
の
ペ
ー
ス
・
ス
タ
イ
ル
で
学
ん
で
い

く
こ
と
、
失
敗
を
恐
れ
な
い
こ
と
、
そ
の

国
の
文
化
に
対
し
て
の
興
味
と
、
自
分

の
趣
味
な
ど
を
合
わ
せ
て
楽
し
み
を
見

つ
け
る
こ
と
で
す
。
韓
国
は
身
近
な
国

な
の
で
旅
行
も
行
き
易
く
、
ま
た
、
こ

の
大
学
に
は
韓
国
か
ら
の
留
学
生
も

多
く
在
籍
し
て
い
ま
す
。
学
ん
だ
こ
と

を
実
践
し
、
韓
国
の
空
気
も
感
じ
易
い

環
境
が
整
っ
て
い
る
の
で
絶
好
の
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。

〈
最
後
に
、
明
る
く
取
材
に
答
え
て

く
だ
さ
っ
た
文
先
生
か
ら
一
言
！
〉

こ
れ
か
ら
も
う
１
つ
言
語
を
学
び

始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
に
は
、
韓

国
語
は
と
て
も
適
し
た
言
語
で
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

今
回
の
取
材
で
、
文
先
生
の
姫
路

獨
協
大
学
に
対
す
る
思
い
や
韓
国
に

対
す
る
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
文
先
生
、
ど
う
も
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
生
編
集
ス
タ
ッ
フ村

崎
　
愛（
日
・
３
）

平
　
果
奈（
日
・
３
）

ま
ず
初
め
に
姫
友
戦
を
無
事
終
え
た
の
は
、
ひ

と
え
に
協
賛
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
社
、
地
域
の

人
々
、
大
学
職
員
の
方
々
、
各
部
活
動
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
私
を
支
え
て
く
れ
た
姫
友
戦
ス
タ
ッ
フ
の

お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

６
月
１１
・
１２
日
、
姫
友
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
姫
友
戦
」
と
は
姫
路
市
と
そ
の
周
辺
に
あ
る
４

つ
の
大
学（
兵
庫
県
立
大
学
・
姫
路
獨
協
大
学
・

近
畿
福
祉
大
学
及
び
関
西
福
祉
大
学
）の
学
生
達

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
の
こ
と
で
す
。
今
回
の

姫
友
戦
は
我
が
校
が
主
幹
で
去
年
の
夏
か
ら
準
備

を
進
め
ま
し
た
が
、
４
大

学
の
意
見
を
ま
と
め
る

こ
と
は
容
易
で
な
く
、

意
見
の
食
い
違
い
か
ら

ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
大
会
１
週
間

前
は
皆
が
自
分
の
部
門

の
こ
と
に
必
死
で
バ
ラ

バ
ラ
に
な
ら
な
い
か
心

配
し
た
り
、
前
日
の
準

備
で
ス
タ
ッ
フ
に
遅
く

５月１５日（日）、韓国語学科１年生９名が、

『第３５回神戸まつり』の「新開地パレード」に

参加しました。パレードでは昔朝鮮通信使が

来たときに通ったという道を朝鮮の民族衣装

を着て歩きました。着る物は流行に合わせ

て形を変えつつありますが、韓服（ハンボク）

は今もそのままの形で残っていました。チマチョゴリを一度着てみたいという

気持ちで参加しましたが、在日朝鮮人の方々から、“愛国心”や“誇り”、“美

意識”というものが伝わってきました。当時の通信使の疑似体験ができたこ

とは貴重な経験で、いつの間にか朝鮮と日本の関係について、もっと踏み込ん

で考えようと思うようになりました。今回パレードに参加したことで、韓国と日

本のつながりの深さ、大切さを普

段の勉強とは違った形で学ぶこ

とが出来ました。来年も参加して

新しい発見をしていきたいと思い

ます。

韓国語学科１年　石塚　由佳　　

原谷　真以

藤原　友美

ま
で
手
伝
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
、
私

達
は
詰
め
の
甘
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。
当

日
は
行
事
を
こ
な
す

大
変
さ
を
実
感
。
疲

れ
果
て
て
迎
え
た
２
日

目
の
準
備
で
あ
き
ら

め
か
け
て
い
た
私
た

ち
は
、
他
大
学
の
熱

い
気
持
ち
を
知
り
ま
し
た
。
全
て
の
行
程
を
終
え
、

「
お
疲
れ
様
で
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
言
う
つ
も
り
で
し
た
が
、
込
み
上
げ
る

熱
い
涙
で
感
謝
の
気
持
ち
の
１０
分
の
１
も
話
せ
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
に
ス
タ
ッ
フ
は

「
が
ん
ば
れ
」
と
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
、
我
が
校
は
惜
し
く
も
白
鷺
杯
を
逃
し

ま
し
た
が
、
来
年
の
姫
友
戦
で
の
活
躍
に
期
待
し

て
い
ま
す
。
大
会
に
関
し
て
反
省
点
は
色
々
あ
り

ま
す
が
、
今
回
失
敗
し
た
点
、
成
功
し
た
点
、
改

善
点
を
４
年
後
主
幹
と
な
る
後
輩
達
に
残
し
て

い
き
た
い
で
す
。
ま
た
来
年
主
幹
と
な
る
兵
庫
県

立
大
学
の
成
功
を
願
っ
て
い
ま
す
。

体
育
会
副
委
員
長
　
内
山
　
尚
美（
法
・
３
）

姫
友
戦

姫
友
戦
を
終
え
終
え
て
�

姫
友
戦

姫
友
戦
を
終
え
終
え
て
�

姫
友
戦
を
終
え
て
�

トライやる�
・ウィーク�

教 務 課 よ り

●前期定期試験日程
７／２３（土）～８／５（金）前期定期試験
※試験の際には学生証を必ず携帯してください。
●集中講義について
集中講義を履修している学生は、日程が変更になる場合が
ありますので、掲示板を必ず見るようにしてください。
●夏季休業期間について
８月１１日（木）～１８日（木）は夏季休業期間のため窓口業務
は行いません。
●後期履修登録期間の変更について
後期履修登録期間は９月２６日（月）～１０月３日（月）となり
ます。９月下旬にガイダンスを予定していますので、その際に
「履修届・受験届」を受け取ってください。なお、「履修届・受
験届」を取りに来ないと後期の履修登録はできませんので注
意してください。

●平成１７年度後期学費納入について（お知らせ）
平成１７年度の後期学費納入については下記のとおりになっ
ていますのでご承知おきください。

記
◎自動振替契約者の皆さん
平成17年８月下旬頃、「口座自動振替のご案内」をお送りし

ます。
引き落とし日は、平成17年９月12日（月）です。
◎上記以外の皆さん
平成17年８月下旬頃、「学費納入通知書」をお送りします。
振込期限は、平成１７年９月30日（金）です。

【注意】
後期から休学、退学をする場合は、9月23日（金）までに「休
学願」または「退学願」を教務課宛に提出してください。期限ま
でに提出がない場合には学費は全額納入して頂くことになります。

会 計 課 よ り

●長期特別貸出について
7月28日（木）～9月10日（土）の期間に実施します。
冊数（図書）10冊まで。【返却期限：9月26日（月）まで】
●夏期休業中の開館について
休館日は次のとおりです。
８月１１日（木）～８月１８日（木）
９月１２日（月）～９月１７日（土）
上記以外にも時間短縮日がありますので掲示板で確認してください。

図 書 館 よ り

●整形外科の診察について
次のとおり医師が来学しますので、相談及び診察を希望する
学生は健康管理室まで来てください。
診察日：１０月２０日（木）

１４時３０分～１６時３０分まで（受付は１６時１５分まで）

健 康 管 理 室 よ り

「学生の将来の夢」�
中学生の時になりたかった職業は何？ �

　①教師　�警察官　③通訳　�看護士�

いま、就きたい職業は何？�

　①教師　�警察官　③公務員、弁護士�

なぜ、その職業に就きたいのですか？�

　①自分のやりたいことが活かせる�

　�人の役に立ちたい�

　③収入が安定している（良い）�

大学生になって良かったと思う？ �

　①良かった（90%）�

　�良くなかった（7%）�

　③その他（3%） 

休日は何をして過ごしていますか？ �

　①音楽を聴く　�映画鑑賞　③野球　�ギター�

大学に入って良かったことは？�

　①新しい友達、知り合いができたこと�

　�少し自立できたこと�

　③親元を離れられたこと�

　�痩せられたこと�

食堂のメニューで好きなものは？�

　①定食Ｃ　�カツ丼　③カレーライス　�うどん�

大学に設置してほしい施設は？�

　①プール　�ファーストフード店�

　③駐車場　�ロッカー�

「学生生活について」�

〈中学生からのコメント〉

大学生の皆さん、やさしく協力してくれて、本当にありがとうございました。

ぶん しゅんきん
（オフィスアワー火Ⅲ・木Ⅳ）
担当科目＝韓国語Ⅰ（初級）・
言語と言語文化Ⅰ・Ⅱほか
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�ご意見をお待ちしています！ご意見等は右記までお願いします。 姫路獨協大学総務課　TEL.0792-23-2211（代） FAX.0792-85-0352 E-mail:webmaster@himeji-du.ac.jp ※本紙を許可なく転載することを禁じます。

私は、2004年3月から10ヶ月間、本学から初めてのドイ

ツ長期派遣留学生としてライプツィヒ（Leipzig）で留学生活

を送りました。ライプツィヒは旧東ドイツ地域では首都ベル

リンに次ぐ大都市で、ドイツで２番目に古い大学のある街

でもあります。姫路市とほぼ同じ人口のこの街には学生を

始めとしてたくさんの外国人が住んでいて、中でも東欧諸国、

アジア、アフリカ出身者が多く、自分が外国人であること

を忘れてしまいそうになるほどでした。

私の派遣先はライプツィヒ大学ヘルダー研究所インター

ダフという大学付属の語学学校でした。ここには、ドイツ

の大学で勉強するのに必要なドイツ語能力を養い、大学入学が認められるDSH試験合格を

目指す外国人が集まっています。私は留学期間中に、初級コース、サマーコース、そして

DSH試験の準備コースとなる中級コースに参加しました。初級、中級コースにはアジア、ア

フリカからの学生が多いのですが、サマーコースではヨーロッパやアメリカの学生とも知り合

うことができ、10ヶ月間で本当に多くの外国事情を知ることができました。そんな学校の授

業の中で思い出に残っていることが３つあります。１つは「先生役」をしたこと。私のドイツ語

学習歴はクラスで一番長く、また文法の知識量だけは誰にも負けなかったので、授業中や

友達と一緒に勉強する時などは、よく先生役をやっていました。このことは、日本語では十

分に理解している文法でも、ドイツ語ではどう説明すれば理解してもらえるのかということを

考える良いきっかけになりました。２つ目は、大学のゼミ演習を想定して課されたプレゼン

テーション。私は本の街としてのライプツィヒの紹介と日本とドイツの本の比較について発

表しました。発表前には本に関する博物館を訪れ、図書館やインターネットでも情報を集め、

話す内容や流れを組み立てました。自分の発表はもちろんのこと、クラスメートの発表を聞

くことも勉強のひとつになりました。そして最後は、夏に参加したサマーコース最終日に、修

了式を兼ねた発表会で司会をしたこと。ドイツ到着当初は引っ込み思案に思われていた私

でしたが、机上の勉強よりも友達とのコミュニケーションが重要視されたサマーコースに参加

するようになってからは、ドイツ語力不足を気にせず、授業でも休み時間でも積極的に話す

ことができ、先生方がそんな私を司会進行役に推薦してくださったのです。それまで、しゃ

べれない自分に苛立ったこともあったので、その日の司会を無事終えた時には、ホッとした

と同時にまた1つ自信がついたと思いました。

午前中の授業が終わると学校から歩いて街中へ出かけるのが私の日課でした。ライプツィヒ

では年中様 な々メッセが開催され、クリスマスマーケットを始めとする季節感溢れるマーケットも

度々開かれるので、変化に富んだ日 を々過ごすことができました。また、ライプツィヒ周辺には文

豪ゲーテや宗教改革者マルティン・ルターゆかりの地が点在しているので、授業の合間を縫って、

日帰り旅行もよくしました。

私の留学生活の中でなくてはならない存在はレネー（Rene）でした。彼は、ライプツィヒ大

学で日本語と中国語を専攻するドイツ人学生で、10ヶ月間、タンデムパートナーとして私の

ドイツ語学習の手助けをしてくれました。タンデム（Tandem）とは、お互いにそれぞれの母

国語を教え、学び合うという勉強スタイルです。彼とはタンデムパートナー以上の親友にも

なり、私たちの勉強場所だった大学の空き教室では旧東ドイツ時代の話も含め、いろんな

話をしました。留学以前は、言葉の微妙なニュアンスが分かないことがよくありましたが、

今回の留学で、語学学校の先生方やレネーをはじめとする友達とコミュニケーションするう

ちに、少しはドイツ語が「自分の言葉」になったような気がします。

留学の主な目的は、自分の研究にも必要不可欠だったドイツ語の総合的能力の向上で

したが、学部時代の語学研修旅行で知り合った人たちとの再会も楽しみにしていたことで

した。夏休みを利用して当時の語学学校の先生とホームステイ先の家族のもとを訪れ、そ

れぞれ1週間ほど滞在してきました。一方は小麦を栽培している家庭、もう一方はワイン畑

のある村に住む一家。特に、ホームステイ先の家族は今や私の第２の我が家となりました。

ドイツ語学科の先生方は、お気に入りの街や食べ物のこと、またそれぞれの興味ある分

野をいつも楽しそうに語ってくださいました。それら全部を自分の目と体で実感したいとい

う思いが強くなった頃に、この長期留学制度が整い、私が行かせて頂けることになりました。

今回私が留学できたのも、ひとえにドイツ語学科の先生方、そして私のわがままを聞いてく

れた両親のおかげです。本当にありがとうござい

ました。2005/2006年は「日本におけるドイツ年」で、

ドイツを紹介する様々な催しが実施、企画されて

います。また2006年のサッカーW杯がドイツで開催

されることもあり、日本でドイツのことを耳にするこ

とが多くなってきました。私自身は今後もドイツ語

の勉強を続け、より多くの方にドイツとドイツ語のこ

とを知ってもらえるような取り組みができればと考

えています。

ドイツ語学科 2002年3月卒業
言語教育研究科 2005年3月修了　　吉田　奈津子

「満喫したライプツィヒでの留学生活」

今回は、2004年3月から12月まで、ドイツのライプツィヒ大学等へ留学した学生の体験記を紹介します。

本
学
で
は
６
月
２２
日
に（
財
）姫
路
市
国

際
交
流
協
会
が
実
施
し
て
い
る
青
少
年
交

流
事
業
に
よ
り
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
市
か
ら
来

日
し
た
８
名
の
高
校
生
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
毎
年
姫
路
市
の
海
外

姉
妹
都
市
と
中
・
高
校
生
の
相
互
派
遣

を
行
い
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
公

式
行
事
等
の
様
々
な
交
流
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の

国
際
的
視
野
を
拡
げ
、
相
互
理
解
を
図
る

こ
と
が
主
な
目
的
で
す
。
本
学
も
地
域
の

国
際
化
に
協
力

す
る
た
め
、
受

け
入
れ
た
も
の

で
す
。

午
前
は
弓
道

部
を
見
学
、
弓

引
き
、
弓
道
着

の
試
着
体
験
等

を
し
ま
し
た
。
午

後
か
ら
英
語
特
別

履
修
コ
ー
ス
の
授
業

に
参
加
、
そ
の
後

茶
道
部
を
見
学
、

茶
道
体
験
を
し
ま

し
た
。
弓
道
部
、

茶
道
部
で
の
体
験

は
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
市

の
高
校
生
に
と
っ
て

た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

英
語
特
別
履
修
コ
ー
ス
２
年松

田
　
美
雪

私
の
ク
ラ
ス
で
は
日
米
間
の
文
化
・
礼

儀
を
学
ん
で
い
る
の
で
、
彼
ら
と
お
互

い
の
文
化
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

い
く
つ
か
話
し
合
っ
た
中
で
彼
ら
が
も
っ

と
も
興
味
を
示
し
た
の
が
、
日
本
人
が
自

分
の
夫
、
妻
の

こ
と
を
卑
下
し

て
他
人
に
伝
え

る
と
い
う
こ
と

で
す
。
彼
ら
は
す

ご
く
び
っ
く
り
し

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
み
た
い
で「
ア

メ
リ
カ
人
と
は

全
く
逆
だ
ね
。

自
分
の
妻
、
夫
の

こ
と
を
悪
く
言

わ
な
い
し
、
他
の

人
と
比
べ
た
り
も
し
な
い
よ
」と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
話
題
に
つ

い
て
話
し
、
異
文
化
交
流
に
よ
っ
て
さ
ら
に

世
界
を
広
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
彼
ら
と
話
し
て
み

た
い
で
す
。

姫路獨協大学サッカー部と姫路市サッカー協会

が企画し、３月に完成した人工芝グラウンドで７月

３日（日）、サッカー元日本代表ＦＷの釜本邦茂さん

によるサッカー教室が行われました。雨にも関わらず、

小学生約２００人が芝生の上を駆け回りました。釜本

さんは時折ボールを触りながらドリブル、パスなどの基

本技術を伝授されました。サッカー部主務の澤　仁さん（国・３）は、「参加したたくさんの小

学生たちには、釜本さんとのいい思い出になったと思います。僕たちもそのお手伝いを出

来たことで、とても嬉しく思っています」と話してくれました。人工芝グラウンドはすでに西播

地域の選抜チーム選考会やのじぎく兵庫国体の強化合宿などにも利用されています。

国際学生シンポジウムは日本語学科主催で１９９４年

に第１回が開催され、毎年、主に１年次留学生および日

本人学生が参加して催されます。

今年は６月２９日（水）に「地球を守ろう」というテーマで

行いました。第１２回ということでより充実した内容にす

るため、留学生の皆さんとスタッフ一同頑張りました。「地

球を守ろう」という題で各国の留学生の母語でなく、日

本語で「温暖化」「大気汚染」「砂漠化」「エネルギー」など、いろいろな問題を取り上げス

ピーチしました。また、美しい音色のピアノ・フルートによる「もののけ姫」の演奏もあり、会場

は一体感で盛り上がり、満員で立ち見が出るほどでした。

このように、いろいろな国から日本に来て、日本語を勉強している留学生がたくさんい

ます。シンポジウムを通して、いろいろな国のことを知ることができました。このシンポジウム

は来年も行います。是非多くの方に、積極的に参加

して頂けることを願っています！

国際文化コミュニケーション専攻３年　濱本　祥行

日本語学科３年　　　　　　　　　　丁　雪静
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第12回 国際学生シンポジウム国際学生シンポジウム�第12回 国際学生シンポジウム�『地球を守ろう』『地球を守ろう』
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